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ま　え　が　き

静止画像やビデオから，人が興味を
引く領域を抽出する手法が注目されて
います．この技術はサリエンシーディ
テクション（Saliency Detection）と呼
ばれ，ビデオの解析やビデオ圧縮など
さまざまな分野に応用できるため，近
年盛んに研究が行われています．
サリエンシーディテクション技術自

体は，画像処理の分野では比較的古く
から行われたものですが，近年，この
ように盛り上がりを見せている背景と
して， H D D ビ デ オ レ コ ーダや
YouTubeなどのインターネット動画
が身近になってきていることが大きい
と思われます．
このような動画の中から人の興味を
引く領域の検出ができれば，ビデオか
らユーザが見たい部分だけ取出す，ビ

デオコンテンツの認識を行う，自動要
約の作成を行うといったビデオの自動
編集技術に応用が可能です．また，
「人が興味を引く領域」がわかれば，
CM等の映像作成において，視聴者が
どこに注目するのかを，映像のみから
判断することができます．
このようにサリエンシーディテクシ
ョンは，さまざまな分野に応用が可能
です．

サリエンシーマップ

サリエンシーマップ（Saliency Map）
は，入力画像に対応するサリエンシー
の強さを表したマップのことで，画像
処理により求める手法が数多く提案さ
れています．サリエンシーマップは，
画像領域に対する「人の興味」の度合い
を表したもので，エッジや色などの画
像特徴を組合せることで求められます．
図1にサリエンシーマップの例を示し
ます．
KochとUllmanは，人間の脳内の神経
経路からのアナロジーから，画像の局
所的な特徴を組合せ，

図1 サリエンシーマップの例
（上段：入力画像，中段：サリエンシーマップ，下段：サリエンシー
マップから得られた注目領域（黄色枠））
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画像内のある点がどの程度周辺と
異なっているかを評価し，一つのサリ
エンシーマップを作るというアイデア
を提案しました1）．具体的な実装では，
画像の色，輝度，エッジ方向と動きを
統合して求められています（図2）．こ
れらのモデルを改良した手法もさまざ
ま提案されています2）3）．このツール
キットは作者のホームページよりダウ
ンロードすることができます4）．
また，近年では，奥行き情報を用い
GPUでサリエンシーマップの高速計算
を行う手法も提案されています5）．
WaltherとKochの手法を実装し配布
されているSaliencyToolboxを用い
て，サリエンシーマップを計算した例
および実行画面を図2，図3に示しま
す6）7）．入力画像（図1上段）に対して
サリエンシーマップ（図1中段）が計算

されています．結果として人の主観に
近い点が注目領域となっていることが
わかります（図1下段）．また，実行画
面（図3）をみるとこのサリエンシーマ
ップは，色（C o l o r C M），輝度
（In t e n s i t i e s CM），エッジ方向
（OrientationsCM）等の情報を融合し
て計算されていることがわかります．
近年ではこれらの低レベル（画像の
シグナルレベル）の画像解析からの情
報だけではなく，さまざまな情報を統
合的に組合せた方法を提案していま
す．画像認識の国際会議CVPR2010
では，Early and Biologically-inspired
Visionというセッションが設けられ，
新たなサリエンシーマップの研究が発
表されています．
Gofermanらは，心理的な知見に基
づき，従来の低レベル情報（画像のコ

ントラストや色情報），画像領域全体
に対する各領域の特異度，画像特徴の
構成ルール，顔などの高レベル情報の
4種類を組合せて認識を行う方法を提
案しています8）．具体的には，画像を
多くのパッチに分け，その類似度を画
像全体から判定することにより，特異
な領域を判定したり，背景パッチは画
像全体の離れた位置にも分散して分布
することを利用しています．
Wangらは，人の注視領域は最も
informativeな点であるという画像エ
ントロピーに基づく方法を考案し，
Site Entropy Rate（SER）と呼ばれる
指標を開発しています9）．これを使っ
て，画像やビデオの中から注目領域を
検出する研究を発表しています．

図3 SaliencyToolboxの実行例
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図2 KochとUllmanの手法によるサリエンシーマップ検
出法（SaliencyToolbox7）による）

視線検出技術との連携

サリエンシーは，人の画像に対する
注意度を表現したものであることか
ら，視線検出技術と深い関係がありま
す．ParkhurstやUnderwoodらの研

究では，画像をユーザに提示すると同
時に視線も記録し，画像から検出され
たどのサリエンシーの情報に対してユ
ーザが良く引きつけられるかを検出し
ています10）11）．
逆に画像の特徴と注視点との対応が

得られれば，画像のみから視線方向を
推測することが可能になります．菅野
らは，入力動画像から得られたサリエ
ンシーマップと視線の関係を学習し
て，画像のみから視線を推定する方法
を提案しています12）．
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む　す　び

サリエンシーディテクション技術は比較的古くから研究が行われている研究で
すが，近年ではまた多くの研究が出てきました．これは，インターネット動画な
どのメディア理解へのニーズや，人間の特性を理解したメディア処理へのニーズ
が高まっていることに起因していると考えられ，理論面・応用面にわたり，今後
より活発な研究や利活用が行われる技術であると考えられます．

（2010年10月4日受付）

応　　　用

サイレンシー情報は，人が画像中で
注意を引く点を検出する手法であるた
め，多くの利用可能性が考えられ，実
際にも応用する研究が行われています．
前述した研究5）では，GPUによる画
像のレンダリングを，サリエンシーマ
ップを用いて選択的に行う手法が提案
されています．サリエンシーマップの

値の高い部分は，人がよく注視してい
ることを意味するため，この部分を重
点的に高精度でレンダリングする等の
制御を行っています．
Donoserらは，サリエンシーに基づ
いた画像のセグメンテーションを行う
方法を提案しています13）．この手法で
は，画像のセグメンテーションの指標
として，サリエンシーマップに基づく
結果を最適化させるような手法を選択

することで，シーン全体で良いセグメ
ンテーションが可能になると主張して
います．
その他，画像の要約法であるSeam
Curvingと同様の方法を，サリエンシ
ーを導入することで実現する方法14）

や，サムネイル画像をサリエンシーを
用いて自動作成する研究15）など，さま
ざまな応用研究もなされています．


